
 
 卓話者紹介 伊藤幾夫さん 

1988 年東京クラブ入
会以降、1991 年東京まち
だクラブ初代会長、1996
年東京コスモスクラブ初
代会長、2004 年東新部部
長、2014 年から今期も続
いて東日本区ＬＴ委員長
を務めておられます。 
現在、東京まちだ、東京

コスモスクラブが協働し
て多摩地区に新しいクラブの設立活動を開始。去る
8/10 東京町田ＹＭＣＡ25 周年記念会＆東京まちだ
・東京コスモス合同例会を開催し、その実行委員長と
して手腕を発揮、盛大な記念会を成功に導かれました。
また、112 回を数える玉川学園地区の歌声ひろばに
100 名前後の参加者を集め、司会進行も伊藤さんが
奮闘しておられます。町田ＹＭＣＡ活動委員としても
情熱を傾注され、多摩センタークラブ(仮称)の設立総
会がいよいよ5月22日に開催される運びになった準
備委員長の大役も引き受けておられます。 

 
３月例会記録 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVEＲY ＲIGHT” 

東京目黒ワイズメンズクラブ 

ホームページ： http://www.asahi-net.or.jp/~uu9y-ktu/index.html 

E-mail：   meguro-ys@yahoogroups.jp 
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会   長 村野 繁 Ｅ Ｍ Ｃ 村野絢子 

副 会 長 村野絢子 ブリテン 福島  正（編集） 

書  記 福島 正 ブリテン 村野  繁（印刷） 

会  計 根本幸子 担当主事 山梨雄一 

 ４月の強調月間 今 
月 
の 
聖 
句 

 
   さて、あなたがたは、キリストと共に復活さ 
 させられたのですから上にあるものを求めなさ 
 い。そこではキリストが神の右の座に着いてお 
 られます。上にあるものに心を留め、地上のも 
のに心を引かれないようにしなさい。 

  

コロサイの信徒への手紙 3章 1～2節   福島 正／選 

ＬＴ（リーダーシップ・トレーニング） 

 Ｌeadership Ｔraining 

全ての役職に就くに当たって、十分な研修を 

受けて任務の遂行に備えます。伊藤幾夫さん 

が東日本区のＬＴ委員長を務めておられます。 

 
 

４月 本例会  
日時 4 月 13 日(水)13 時 30 分～15 時 30 分 

会場  会場    東京ＹＭＣＡ 南センター 3 階ホール 
小田急              会費 300 円 ビジター・ゲスト 歓迎 

 4/11(月)までに福島書記 03-3371-2122 へご連絡ください 

司会 福島 正 

開会点鐘             会長 村野 繁 

ワイズソング  一  同 

聖書朗読・ひと言・お祈り   司 会 者 

ゲスト・ビジター紹介       会長 村野 繁 

ティー・タイム  

ＹＭＣＡ報告           主事  山梨雄一 

卓 話「老人は夢を見、若者は幻を見る 

     ～新クラブ設立に向けて～ 」 

           東京コスモスクラブ 伊藤幾夫さん 

おめでとう（誕生日・結婚記念日） 

みんなで唄おう ♪ 箱根八里♪          一  同        

閉会点鐘              会長  村野 繁 

在籍会員数 5名 

 

メン 

 

3名                          （姫路クラブ）    （那須クラブ）   （東京目黒）  

お誕生日おめでとう 

1 橋崎恵子                  25 福島多恵子 

6 大西一也  

結婚記念日おめでとう       
24 大西一也・千香子  29 村田榮・紀美子    10村野繁・絢子 

           

 

 

      

 

 

03 菅原好紀・妙子   ありません 

(内・功労会員数) (1 名) 

 

メネット 

 

1 名   

 

 

 

                       

 メーキャップ         1 名 

 

 

ビジター 0 名                          

出 席 率 75% ゲスト 

 

2 名  

ＹＹ指数 120% 

 

本例会出席者数    6 名 

クラブ会長  村野 繁（東京目黒） 50 周年を迎えて再出発 

東新部部長  伊丹一之（東京むかで）ワイズの良さを発信しよう                     

東日本区理事 渡辺 隆（甲府）原点に立って、未来へステップ 

アジア地域会長Ｅdward Ｋ.Ｗ. Ｏng（シンガポール）愛をもって奉仕しよう 

国際会長   Ｗichian Ｂoonmapajorrn（タイ） 信念のあるミッション 

mailto:meguro-ys@yahoogroups.jp


 

 
   
1j  

 

                           

   これからの 行 事 予 定            
                           

4/13（水） 東京目黒クラブ本例会&第二例会 
          （南センター ２階会議室） 
4/16（土）第 3 回東新部評議会（東陽町センター） 
5/11（水）東京目黒クラブ本例会＆第二例会 

（南センター２階会議室） 
5/22（日）多摩センタークラブ（仮称）設立総会 
6/4～5  第 19 回東日本区大会（長野） 
6/8（水）東京目黒クラブ本例会&第二例会 
          （南センター 2 階会議室） 
 
                                                                           
 
    ３月 本例会 報告 
 
3 月 9 日（水） 13:30～14:45 
        南センター ２階会議室 

 元気印の村野会長が珍しく入院・手術で例会欠席
（３月 9 日退院予定）、絢子さんも付き添いで欠席さ
れた。司会の山梨主事が代役で開会点鐘、ワイズソン
グ、聖書朗読、ひとこと、と進められた。ティータイ
ムの間にＹＭＣＡ報告を聞く。 
 今月の卓話は「全国ＹＭＣＡリーダー研修会」報告。
卓話者：藤井竜大くんは大学 3 年（教育学専攻）、南
センターでは冒険クラブのリーダーとして活躍する
など自己紹介も含めてプロジェクター映写する手際
の良さはさすが若者である。はじめに冒険クラブの年
間行事、次に南センターの夏・冬のキャンプ、そして
南センターを代表して参加した全国ＹＭＣＡリーダ
ー研修会について以下の報告があった。 

 昨年 9 月、三泊四日、名古屋ＹＭＣＡ主管で岐阜県

高山市にある名古屋 YMCA 御岳・日和田高原キャン

プ場で行われ、全国から70名のリーダーが集まった。 

 今回は YMCA の主要プログラムのうち「キャンプ」

に焦点を当て、夏休み.冬休み.春休みのキャンプだけ

でなく通年のプログラム(スポーツや学童)の合宿など

も「キャンプ」と捉え、様々なキャンプへの対応につ

いて学んだ。基調講演は日本キャンプ協会名誉会長：

酒井哲雄先生から、日本で教育的組織キャンプが行わ

れて今年で 95 年目を迎えた歴史と、現代の子どもの

社会問題として、「社会との関わりやコミュニケーシ

ョンの減少傾向に伴い、共に助け合い自然と関わりが

持てる機会がキャンプである事」や、「リーダーはキ

ャンプ活動に興味を持つことが大切」などと語られた。

二日目講演では愛知キャンプ協会理事長：藤井三弥子

さんから「年齢や性別や発達段階に応じた関わり方の

大切さ」を学んだ。 

 学童障がい/スポーツ/野外のテーマに分かれて話

し合い 「みんなに伝えたいこと」五カ条を作成した。 

京都ＹＭＣＡ総主事：神崎清一さんは「キャンプにお

けるいろいろなものとのつながり」について話され、

種目別ディスカッションで出た内容もあり、大変参考

になった。朝の礼拝では内山先生に、また閉会礼拝を

南山教会牧師：村山盛芳先生に奨励していただいた。

食事は初日夕食の名古屋めしをはじめ、名古屋グラン

パスクラブワイズの方々が作ってくださり感謝であ

った。来年の主管となる神戸 YMCA へ引き継ぎを行

い閉会。四日間でリーダー同士の距離がぐっと縮まり、

楽しい思い出になった。 

 
↑開会式      ↓全Ｙリ研スナップ 

 

 
3/9 本例会風景 ↑ 

  第二（事務）例会  
4/13 本例会に引き続き行います 



 

↑ 3/9 東京目黒クラブ 本例会出席者 
 
←ティータイムのお菓子 

 

出席者【目黒】根本、福島、
山梨雄一、【メネット】福
島、【ゲスト】藤井竜大、
福島宣子、計 6 名。 

 出席率 75％。ＹＹ指数 120%、 
 欠席の村野会長はメーキャップ。 
 
                     
  第二例会は休会しました。       
                     
 

 

                     
 ＤＢＣ姫路クラブ ３月ブリテンより   
           八杉光春総主事   
                     
３月は年度の節目となる月。この１年、ユースリー

ダーを中心に振り返ってみると新入リーダーとの出会
い、ワークやリーダートレーニング、野外活動クラブ
のメンバーや、キャンプ参加のメンバーとの出会い、
ユースコンボケーションやカンボジア・ラオススタデ
ィツアー、国際交流フェスティバルや街頭募金、ワイ
ズやＹＭＣＡ役職員、せとうちＹＭＣＡの皆さんとの
交流などがあった。 
中でも10/3里山フェスティバルはＹＭＣＡとワイ

ズが総力を挙げて取り組んだ。ＹＭＣＡは子どもから
大人、しいて言えば全世代の人が役割をもって出会い
交流する時間と空間(場所)と仲間の三つの間(ま)があ
り、ダイナミックスがある。今考えると、最初は〇〇
やったのに今はこんなことが言えたり、実行すること
ができるようになったとつくづく一人ひとりの成長を
感じている。ＹＭＣＡを通して出会い、関わり、一人
ひとりが成長できることを願っている。季節も凍てつ
く寒さの冬が去り、春の暖かい日差しの中で草花や
木々の芽吹きが感じられる。皆さんの新しい年度への
門出をお祝いしたい。 
 

2016～17 東日本区役員 
≪常任役員≫ 
 理事       利根川恵子 川越 
 次期理事     栗本 治郎 熱海 
 直前理事     渡辺  隆 甲府 

 書記       山本剛史郎 川越 
 会計       吉田 公代 川越 
≪事業主任≫ 
 地域奉仕     加藤  博 熱海グローリー 
 会員増強     菊地 弘生 仙台青葉城 
 国際・交流    太田 勝人 東京世田谷 
 ユース      大久保知宏 宇都宮 
≪部長≫ 
 北海道部     山本 雅之 十勝 
 北東部      長岡 正彦 もりおか 
 関東東部     片岡  啓 茨城 
 東新部      細川  剛 東京 
 あずさ部     浅羽俊一郎 東京山手 
 湘南・沖縄部   若木 一美 横浜とつか 
 富士山部     増田  隆 富士 
≪理事事務局≫ 
 理事事務局長   吉野勝三郎 川越 
 

2016～17 東新部役員 
≪常任役員≫ 
 部長       細川  剛 東京 
 次期部長     伊藤 幾夫 東京コスモス 
 直前部長     伊丹 一之 東京むかで  
 書記       田中 博之 東京 
 会計       加藤 義孝 東京 
≪事業主査≫ 
 地域奉仕     神保伊和雄 東京むかで 
 会員増強     太田 勝人 津京世田谷 
 国際・交流    進藤 重光 東京 
 ユース      大槻 展子 東京 
 
 部選出代議員   伊丹 一之 東京むかで 
 部会実行委員長  村野  繁 東京目黒 
 部会実行副委員長 吉岡紀久雄 東京 
 ウエブマスター  長澤 山泰 東京 
 ヒストリアン   松田 俊彦 東京 
 メネット連絡員  細川 俊枝 東京 
 ＬＴ委員長    長澤 山泰 東京 
 監事       佐藤 茂美 東京 
 監事       太田 勝人 東京世田谷 
 担当主事     松本 数実 東京 
 

2016～17 在京クラブ 
クラブ       会長     担当主事 
東京        比奈地康晴  松本 数実 
東京山手      金本伸二郎  松本 竹弘 
東京江東      相川 達男  草分 俊一 
東京むかで     土井 宏二  星野 太郎 
東京世田谷     岩崎  弘  山梨 雄一 
東京目黒      村野  繁  山梨 雄一 
東京グリーン    浅見 隆夫  花井 雅男 
東京西       高嶋美知子  宮崎  純 
東京北       辰馬 行男  小松 康弘 
東京武蔵野多摩   山口 直樹  出沼 一弥 
東京ひがし            沖  利柯 
東京サンライズ   御園生好子  岡田ナスカ 
東京まちだ     後藤 邦夫  小畑 貴裕 
東京八王子     中塚 辰生  中里  敦 
東京コスモス    権藤 徳彦  保坂 弘志 
東京たんぽぽ    小原史奈子  望月  温 



東京センテニアル         田附 和久 
信越妙高      福澤 系司  諏訪 治郎 
東京ベイサイド   峯岸 友彦  堀江 和弘 
在京クラブ会長会         沖  利柯 

 

 

 
佐藤八重子さん（元メネット） 
 介護要支援２の認定を受け、週２回送迎車でリハビ
リに通っています。おかげで体が動くようになり痛み
もなくなりましたが、めまいとふらつき（メニエル病）
は一向によくならず達者なのは口ばかり、電話では声
に張りがあって元気そうだと言われています。 
 
根本幸子ワイズ 
 目黒ワイズ家族キャンプでお世話になりましたマ
ゴメットの本間匠が、２月例会に一緒に出て会場設営
も手伝ってくれました。この４月は就職してひたち市
に向かうため、皆さんにご挨拶でき喜んでいました。 
  
村野 繁ワイズ  

3 月の例会は絢子ともども欠席で残念でした。
2009 年から腫瘍マーカー異常無しだったものの、昨
年の精密検査で胃癌の内視鏡が必要になり、3/2 に入
院し内視鏡による手術をしました。術後は、点滴、重
湯、三分粥、五分粥、七分粥で 3/9 に退院しました。
胃癌治療中、レントゲン検査で膵臓を視た際に腎臓に
影が発見。切除手術のため 3/11 に再入院し 3/14 腎
臓手術して 3/23 に退院できました。手術前、胃も腎
臓も自覚症状は無いながら、定期健診で指摘されまし
た。今後は腎臓機能の観察のため外来で通院になりま
す。今のところ、まだ傷が疼いている状態です。 
 
山梨雄一ワイズ 

4/13(水)の例会当日の昼には、ボランティアリーダ
ーをリクルートする為、港区の慶應大学を訪問するこ
とになりました。誠に申し訳ございませんが、例会を
欠席させて頂きます。 

 
福島 正ワイズ 
 ３月例会は人数が少ない例会となりました。大黒柱
の村野会長夫妻が揃って欠席、加えて雨降り。普段は
雨天日の外出を控えるのですが、「会長欠席では休む
わけにはいかず」と歩行補助具(シルバーカー)をビニ
ールで覆い、体は真冬用ダウンジャケットとフードで
覆い経堂まで往復。高齢者も頑張りました。 
 

                     

ＹＭＣＡニュース               
            （山梨雄一）          
3 月 13 日（日）東日本震災復興支援として、小田急
線経堂駅前、東急線田園調布駅前にて街頭募金活動を
実施致しました。定例野外活動に参加をしている幼児
の子ども達とリーダー、そして会員、ワイズメンの協
力を頂き、約 30 分間の呼び掛けではありましたが、
合計 40,132 円が集まりました。震災から 5 年の月
日が経ちましたが、東京ＹＭＣＡは引き続き被災地の
復興に向けてお手伝いが出来ればと思います。 

3 月 14 日(月)には南センター所属にて今春卒業を
迎える 12 名のリーダー達の「卒業を祝う会」を行い
ました。在校生や既に社会人として働いている先輩リ
ーダー達も駆けつけ、盛大な会となりました。 
■YMCA・南センター・今後のスケジュール 
4 月 19 日（火）南コミュニティー活動委員会 
4 月 25 日（月）東京ＹＭＣＡ会員部運営委員会 
5月3日～5日 ＹＭＣＡディレクタートレーニング 
5 月 28 日（土）東京ＹＭＣＡ会員大会 
■異動のお知らせ 
南センターで 2 年間、皆さまにお世話になりました

小宮優子さんが４月より libyへ異動することとなりま
した。次のステップとして liby に来ている様々な課題
を抱えた子ども達に彼女の暖かさや優しさを持って
寄り添ってあげることが出来ると思います。ぜひ変わ
らず応援を頂ければ幸いです。 
後任として木村卓司さん(きむら たかし：現山手セ

ンター)が着任致します。 
 

                      
      ４ 月 の 歌         
                      

ＤＢＣの姫路クラブ、菅原好紀さん選曲 

 

「箱根八里」  鳥居忱(まこと)作詞・滝廉太郎作曲 
  箱根の山は 天下の険  

 函谷関(かんこくかん)も物ならず 
  万丈(ばんじょう)の山 千仞(せんじん)の谷 
  前に聳(そび)え後(しりえ)に支(さそ)う 
  雲は山をめぐり 霧は谷をとざす 
  昼 猶(なお)闇(くら)き杉の並木 
  羊腸(ようちょう)の小径(しょうけい)は 

 苔(こけ)滑(なめら)か 
  一夫関(いっぷかん)に当るや 

 万夫(ばんぷ)も開くなし 
  天下に旅する剛毅(ごうき)の武士(もののふ) 
  大刀(だいとう)腰に足駄(あしだ)がけ  

 八里の岩ね踏み鳴らす 
  斯(か)くこそありしか 

 往時(おうじ)の武士(もののふ) 
 

 あとがき   

  
我が家マンション上階から見る神田川沿いの桜並木。

神田川を挟んで上部が中野区、手前が新宿区です。今
年は3/21の開花宣言後に花冷えが続き、満開を待つ
楽しみが長く感じました。ブリテン編集に併せるかの
ように満開、桜は何よりの季節便りです。（福島正） 


